
2 令和６年度予算 6 21項目の意見を町当局へ提言
� 10名が町政を質す（一般質問） � 追跡リポート

入
選

　中
粕
川
地
区
に
お
い

て
、
住
民
の
期
待
が
大

き
か
っ
た
﹁
防
災
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
﹂
の
建
設
が
い
よ

い
よ
始
ま
り
ま
し
た
。

本
町
の
復
興
へ
の
１

ペ
ー
ジ
が
新
た
に
追
加

さ
れ
ま
し
た
。
変
わ
り

ゆ
く
大
郷
町
を
皆
さ
ん

と
一
緒
に
育
て
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　﹁
町
民
の
皆
様
に
わ

か
り
や
す
い
広
報
づ
く

り
を
﹂
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

 

鈴
木

　利
博

編
集
後
記

き
ぼ
う
の
春は

る

大郷小学校入学式大郷小学校入学式

　私
が
仙
台
市
か
ら
大
郷
町
に
移
り
住
ん
で
間
も
な
く
12
年
、
そ
し
て
障
が

い
者
支
援
施
設
﹁
大
郷
フ
ァ
ー
ム
﹂
を
開
設
し
て
11
年
が
経
ち
ま
し
た
。
大

郷
フ
ァ
ー
ム
は
、
障
が
い
者
の
皆
様
20
名
と
主
に
ネ
ギ
栽
培
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　こ
こ
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
地
域
の
皆
様
か
ら
支
え
ら
れ
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
賜
物
で

す
。
作
業
中
に
ご
近
所
か
ら
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
多
く
、
と
て

も
励
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

 

時
々
で
す
が
、
誤
っ
た
憶
測
で
障
が
い
者
の
皆
様
を
誤
解
さ
れ
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
と
て
も
残
念
に
思
い
ま
す
が
、
我
々
支
援
者
側
の
情
報

の
発
信
不
足
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

 

こ
こ
数
年
、
多
様
性
の
時
代
と
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
障

が
い
の
あ
る
人
、
高
齢
者
や
外
国
人
の
雇
用
、
女
性
の
活
躍
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

レ
ス
な
ど
、
多
様
な
社
会
生
活
が
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　大
郷
フ
ァ
ー
ム
の
皆
様
は
各
々
障
が
い
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
ひ
と
つ

の
﹁
個
性
﹂
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
畑

に
出
る
機
会
が
増
え
、
地
域
の
皆
様
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

　全
て
の
方
々
が
お
互
い
を
認
め
あ
い
、
と
も
に
地
域
で
生
活
で
き
る
大
郷

町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 み

ん
な
違
っ
て

　
　

　
　
　

 

み
ん
な
い
い
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回
宮
城
県
町
村

議
会
広
報
選
考
会
に
お

い
て
﹁
み
ん
な
の
議
会

お
お
さ
と
２
１
２
号
﹂
が

入
選
し
ま
し
た
。

広
報
広
聴

常
任
委
員
会

　令和６年能登半島地震で被災された方々
への支援のため、道の駅おおさとにおいて
募金活動を行いました。募金活動へのご協
力ありがとうございました。

  募金額 68万5944円

お詫びと訂正
　213号の24ページに掲載した記事に誤りがあり
ました。内容を訂正し、お詫び申し上げます。正し
くは次のとおりです。

　講習代１回700円　材料代は別途料金
　問い合わせ先　道の駅おおさと359−2675

能登半島地震募金実施能登半島地震募金実施

▲たくさんのご支援をいただきました

日本赤十字社を通し被災地支授に

28

定例会定例会

町花：つつじ町花：つつじ

発行責任者／大郷町議会議長 石川良彦
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〒981-3592　宮城県黒川郡大郷町粕川字西長崎5-8
TEL022（359）5513　FAX022（359）3287
大郷町ホームページ　http://www.town.miyagi-osato.lg.jp/おおさとおおさと

おおさとおおさと



一 般 会 計

歳　入
（財源）

（使いみち）
歳　出

●防災コミュニティセンター及び防災避難
　緑地土地確定測量業務 1633万円
●防災緑地整備工事　 3億 706万円
●避難道路整備関連　 4億7316万円
●防災住環境整備支援事業補助金　 350万円
●滑川・味明川緊急浚渫工事 1億7622万円

●保育事業負担金　 1億8924万円
●小・中学校給食費・こども園主食費等無償化 3776万円
●通園・通学バス運行経費 7254万円
●すこやか子育て医療費助成（０～18歳まで） 3300万円

●高齢者の外出支援事業「ふれあい号」 608万円
●住民バス指定管理料・公金徴収業務　 3620万円
●ごみ収集・焼却処理　 1億6640万円
●町道維持・橋梁修繕費　 5390万円

災害復興関連事業災害復興関連事業

子育て応援・教育関連子育て応援・教育関連

生活環境支援関連生活環境支援関連

●地域おこし協力隊関連費用 1336万円
●若者・子育て世代定住促進奨励金
　（固定資産税相当額助成） 1356万円
●住宅リフォーム助成 350万円

移住定住促進関連移住定住促進関連

特別会計・事業会計予算（対前年比）

資 本 的 支 出

1億9340万円
（1億9340万円増）

下水道事業会計

3億7061万円
（3億7061万円増）

宅 地 分 譲 事 業

2289万円
（1564万円増）

後期高齢者医療

1億915万円
（1103万円増）

資 本 的 支 出

8630万円
（5434万円減）

水 道 事 業 会 計
収 益 的 支 出収 益 的 支 出

2億2886万円
（1556万円減）

介 護 保 険

11億4101万円
（896万円増）

国 民 健 康 保 険

9億2351万円
（1407万円減）

一般会計予算（当初）の推移

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

48億2000万円

45億円

60億円

55億円

50億円

51億円 51億3000万円

55億7000万円

58億5000万円

その他 4781万円

諸収入  1億2090万円

使用料及び手数料  8373万円
寄付金  9000万円

その他  2億5102万円

民生費
12億7734万円

総務費
10億8787万円

教育費
4億6118万円

土木費
14億5798万円

公債費（借入返済）
5億7582万円

衛生費
4億1745万円

消防費 2億1771万円

農林水産業費 2億1856万円

議会費 8828万円

地方交付税
12億8000万円

町税
12億5690万円

繰入金
7億9006万円 国庫支出金

7億8602万円

町債（借入金）  7億1530万円

県支出金  2億7978万円

地方消費税交付金  1億9629万円

住民バス、庁舎建設基金積立、防災、
防犯関係などにかかるお金

基本健診、がん検診、
予防接種やごみ処理
などにかかるお金

地方公共団体の財源を
均衡にするため、国か
ら交付されるお金

認定こども園の運営、児童
手当、ふれあい号や障がい
福祉などにかかるお金

災害復興事業、
道路改良、町営
住宅維持管理な
どにかかるお金

復興推進、子育て支 援等へ 58億5000万円58億5000万円58億5000万円

令和６年度  一般会計予算

〔前年度比 2億8000万円増〕

▲防災コミュニティセンターイメージ

▲大郷牛を取り入れた学校給食

●農業振興総合補助金 1000万円
●多面的機能活動組織交付金 4191万円
●環境保全型農業組織等交付金 672万円

農業振興関連農業振興関連

▲新鮮な野菜が並ぶ道の駅

▲安定的な運行を

令和６年５月

№214
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

3 2令和６年５月

№214
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会



問
　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
※
で
の
利

便
性
は
。

答

　令
和
６
年
度
か
ら
開
始
に

な
っ
た
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
は
、

﹁
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
﹂
証

明
書
が
取
得
で
き
る
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ

れ
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
等
で
住
民
票
や
戸
籍
謄

本
等
の
各
種
証
明
書
の
取
得

が
可
能
と
な
っ
た
。

問
　
ど
の
よ
う
な
内
容
の
調
査

か
。

答

　企
業
誘
致
、
移
住
定
住
の

基
礎
資
料
と
な
る
調
査
を
予
定
。

問
　
何
カ
所
で
行
う
の
か
。

答

　７
河
川
で
12
地
点
、
た
め

池
が
９
カ
所
と
な
っ
て
い
る
。

　調
査
の
結
果
、
有
害
物
質
で

基
準
値
以
上
の
数
値
は
出
て
い

な
い
。

企
業
調
査
業
務

河
川
水
質
調
査

コ
ン
ビ
ニ
証
明
書
交
付

一 般 会 計・特 別 会 計 ・ 事 業 会 計 予 算一 般 会 計・特 別 会 計 ・ 事 業 会 計 予 算

問答問答問答問
　
県
道
・
町
道
の
損
傷
が
は

げ
し
く
な
っ
て
い
る
。
交
通
安

全
面
か
ら
も
問
題
で
は
。

答

　県
道
に
つ
い
て
は
、
機
会

が
あ
る
ご
と
に
県
に
要
望
し
て

い
る
。

　町
道
は
、
全
体
的
に
調
査
を

行
い
、
計
画
的
に
補
修
工
事
を

や
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
日
中
で
も
点
灯
し
て
い
る

街
路
灯
が
あ
る
が
把
握
し
て
い

る
の
か
。

答

　パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
確
認

し
て
い
る
。
ま
た
、
住
民
か
ら

連
絡
が
あ
っ
た
場
合
に
は
速
や

か
に
対
応
し
て
い
る
。

問
　
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
対
策

は
。

答

　危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
に

つ
い
て
の
助
成
金
を
１
万
円
上

げ
、
上
限
18
万
７
千
円
と
し
た
。

　
問
　
県
道
・
町
道
の
損
傷
が
は

げ
し
く
な
っ
て
い
る
。
交
通
安

全
面
か
ら
も
問
題
で
は
。

答

　県
道
に
つ
い
て
は
、
機
会

が
あ
る
ご
と
に
県
に
要
望
し
て

い
る
。

　町
道
は
、
全
体
的
に
調
査
を

行
い
、
計
画
的
に
補
修
工
事
を

や
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
日
中
で
も
点
灯
し
て
い
る

街
路
灯
が
あ
る
が
把
握
し
て
い

る
の
か
。

答

　パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
確
認

し
て
い
る
。
ま
た
、
住
民
か
ら

連
絡
が
あ
っ
た
場
合
に
は
速
や

か
に
対
応
し
て
い
る
。

問
　
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
対
策

は
。

答

　危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
に

つ
い
て
の
助
成
金
を
１
万
円
上

げ
、
上
限
18
万
７
千
円
と
し
た
。

　

問
　
図
書
が
約
１
万
７
千
冊
と

増
え
て
い
る
。
利
用
す
る
方
も

増
え
て
い
る
の
か
。

答

　親
子
づ
れ
で
利
用
す
る
方

が
増
え
て
い
る
。
小
中
学
生
は

減
少
傾
向
で
あ
り
、
周
知
を
図

る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

問
　
不
登
校
未
然
防
止
の
取
り

組
み
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す

る
予
定
は
。

答

　今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

問
　
ド
ロ
ー
ン
の
免
許
取
得
者

を
何
人
く
ら
い
見
込
ん
で
い
る

の
か
。

答

　技
能
取
得
へ
の
補
助
金
と

し
て
10
名
分
で
1
0
0
万
円
の

予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

　
問
　
県
内
町
村
議
会
に
お
い
て
、

議
員
報
酬
が
見
直
さ
れ
て
い
る

が
。

答

　特
別
職
給
料
等
審
議
会
で

話
題
と
す
る
。

問
　
大
松
沢
地
区
以
外
の
生
徒

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
と
い
う
声
が
あ
る
が
。

答

　Ｐ
Ｔ
Ａ
を
通
じ
て
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
す
る
。

問
　
縁
の
郷
へ
の
進
入
路
が
大

分
崩
れ
て
い
る
。
改
修
の
考
え

は
。

答

　現
道
路
を
拡
張
し
道
路
を

整
備
す
る
か
、
中
村
川
内
線
か

ら
の
道
路
を
整
備
す
る
か
検
討

し
て
い
る
。

問
　
調
査
の
内
容
は
。

答

　森
林
環
境
譲
与
税
を
原
資

と
し
、
森
林
所
有
者
を
対
象
に

今
後
の
管
理
に
つ
い
て
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
す
る
も
の
。

問
　
住
宅
耐
震
診
断
の
補
助
金

ア
ッ
プ
を
考
え
て
は
。

答

　町
の
財
政
力
も
関
係
あ
る

の
で
協
議
検
討
が
必
要
。

　
下
流
の
砂
を
浚
渫
し
な
い

で
、
上
流
を
浚
渫
し
て
も
結
局

砂
は
溜
ま
る
。
県
に
強
く
要
望

し
て
は
。

　県
に
は
何
度
も
要
望
し
て

い
る
。
町
と
し
て
も
、
や
れ
る

場
所
を
選
定
し
て
工
事
を
行
っ

て
い
る
。

問
　
指
定
管
理
料
６
４
７
万
円

と
増
額
に
な
っ
て
い
る
が
。

答

　光
熱
水
費
と
人
件
費
の
増

額
に
よ
る
も
の
。

問
　
昨
年
好
評
だ
っ
た
弁
当
市

の
予
算
が
な
い
。

答

　今
後
商
工
会
と
協
議
し
、

必
要
と
な
れ
ば
補
正
予
算
で
対

応
す
る
。

問
　
指
定
管
理
料
６
４
７
万
円

と
増
額
に
な
っ
て
い
る
が
。

答

　光
熱
水
費
と
人
件
費
の
増

額
に
よ
る
も
の
。

問
　
昨
年
好
評
だ
っ
た
弁
当
市

の
予
算
が
な
い
。

答

　今
後
商
工
会
と
協
議
し
、

必
要
と
な
れ
ば
補
正
予
算
で
対

応
す
る
。

問
　
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
町

内
の
飲
食
店
関
係
に
も
Ｐ
Ｒ
協

力
依
頼
を
。

答

　消
費
拡
大
に
向
け
、
考
え

て
行
動
す
る
。

問
　
耐
震
補
強
済
み
で
あ
る
が

長
寿
命
化
計
画
と
は
。

答

　校
舎
等
を
修
繕
す
る
に
は
、

長
寿
命
化
計
画
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
。

問
　
通
園
バ
ス
の
運
行
の
あ
り

方
を
見
直
す
べ
き
で
は
。

答

　認
定
こ
ど
も
園
と
の
再
締

結
時
に
検
討
。

問
　
休
館
と
な
っ
て
い
る
。
中

央
公
民
館
の
会
議
室
等
で
事
業

は
出
来
な
い
の
か
。

答

　休
館
が
続
く
の
で
あ
れ
ば
、

各
地
区
の
分
館
な
ど
も
考
え
て

い
き
た
い
。

問答

問答

問答答

問答

問答問答

問答

問答問答

問答

中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス

縁
の
郷

図
書
室
の
利
用

不
登
校
防
止

開
発
セ
ン
タ
ー

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀

問答 ド
ロ
ー
ン
の
活
用

議
員
報
酬

問答 緊
急
浚
渫
工
事

問答 大
郷
牛
消
費
拡
大

問答問答 老
人
ふ
れ
あ
い
の
家

問答 通
園
バ
ス

道
路
の
補
修
工
事

問街
路
灯

く
ろ
か
わ
商
工
会

弁
当
市
補
助
金

長
寿
命
化
策
定
業
務

（
小
学
校
）

森
林
経
営
管
理
意
向
調
査

耐
震
診
断

問答

徹徹 底底 検検 証証 　令和６年度の予算を審査するため、特別委員会
を設置し、５日間にわたり各課ごとに質疑応答を
行い、慎重審議・検証しました。
 本会議では委員会審査報告の後、採択し、一般
会計および各種会計を可決しました。

　令和６年度の予算を審査するため、特別委員会
を設置し、５日間にわたり各課ごとに質疑応答を
行い、慎重審議・検証しました。
 本会議では委員会審査報告の後、採択し、一般
会計および各種会計を可決しました。

熱海 文義 委員長金須 新一 副委員長

▲農薬散布作業

▲復旧が待たれる味明川

▲図書室の利用を

▲大盛況お弁当市

令和６年５月

№214
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

5 4令和６年５月

№214
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会



令和６年５月

№214
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

7 6令和６年５月

№214
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

項目町当局へ　  項目令和6年度
予  算 21 の意見を提言

16 意見を提言

予算審査特別委員会で５日間審議し、現地調査を踏まえ、 21項目の意見を町当局へ提言した。

問　今後どのような対応をしていくのか。
答　現在、準備室にある文化財の保護を優先し

ている。

歴史民俗資料館

問
答

歴史民俗資料館を早期に検討されたい。

問　開発センターの管理業務は適切か。
答　再度、徹底していく。

指  定  管  理

問
答

指定管理者への指導を徹底されたい。

強化強化

強化強化

強化強化
強化強化

強化強化

強化強化

強化強化

強化強化

見直し見直し

問　後継者が少ないので力を入れてほしい。
答　人材育成は、非常に厳しい状況だが保存会

と検討していく。

無形文化財の継承を

問
答

町主導による無形文化財の継承に努め
られたい。

道  路  維  持
道路の維持管理の強化を図られたい。

推進推進

問　もう少し地場産品を利用した給食提供を。
答　農協やおおさと地域振興公社の協力の下、

地場産品の利用促進を図っていく。

学  校  給  食

問
答

学校給食に地場産品を一層積極的に取
り入れられたい。

住宅耐震対策
災害に備え、耐震対策の支援強化を図
られたい。

推進推進

推進推進

推進推進

問　現在１名だが、今後の採用予定は。
答　委託型として３名の募集を予定している。

地域おこし協力隊

問
答

地域おこし協力隊を増員し、町のＰＲ
活動も含め定住化に努められたい。

問　国際交流事業に取り組む考えは。
答　生徒の意向なども聞いた上で検討する。

国 際 交 流 を

問
答

青少年国際事業交流を実施されたい。

改善改善

改善改善

受診率の向上を
各種検診の受診率向上により一層努め
られたい。

問　滞納についての対応は。
答　督促状、催告、訪問などで対応。

税収納率の向上

問
答

税の収納率の向上を図られたい。

推進推進

推進推進

推進推進

ご  み  分  別
ごみ分別の強化を図られたい。

ふ る さ と 納 税
ふるさと納税の増収を目指した効果的
な取り組みを図られたい。

問　駆除隊員は９名で足りているのか。
答　令和６年度は、新たに１名を増員予定。

鳥獣被害対策を

問
答

鳥獣被害の支援強化・拡充を図られたい。

問　企業調査業務の内容は。
答　産業集積調査に340万円ほど見込んでいる。

企業誘致推進を

問
答

企業用地を確保し、企業誘致を図られたい。

農業振興の拡充を
農業振興補助金等の支援体制充実を図
られたい。

問　隊員が減少していると思うが。
答　今後も、広報などで募集したい。

交通指導隊員の確保

問
答

交通指導隊員の人材確保に努められたい。

問　住民バスの夜間・土日運行を求める声があ
る。
答　新たな運行形態も含め検討していく。

▲町のＰＲ活動中（伊藤隊員）▲宮林神楽

公 共 交 通 運 行

問

答

公共交通運行の再考をされたい。

特産品の開発を
さらなる特産品の開発を図られたい。

問　今後、補助金の内容に変更はあるのか。
答　アンケート結果を参考に今後検討していく。

問
答



石綿セメント管更新

漏水調査の強化を

「企業版ふるさと納税基金条例」を制定「企業版ふるさと納税基金条例」を制定
一般議案

3月定例会

【
議
案
第
４
号
】
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
基
金
条
例

の
制
定

　寄
付
金
は
、
ま
ち
・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
推
進
計
画

︵
地
域
再
生
計
画
︶
に
挙
げ

て
い
る
事
業
費
に
充
当
す
る
。

問
　
国
に
申
請
す
る
段
階
で

金
額
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
申
請
し
た
金
額
は
。

答
　上
限
が
２
億
５
千
万
円

で
国
の
認
定
を
受
け
て
い
る
。

今
回
は
そ
れ
を
10
倍
く
ら
い

増
や
し
た
金
額
に
変
更
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
使
途
の
指
定
は
可
能
か
。

答

　産
業
の
振
興
、
移
住
定

住
、
子
育
て
支
援
、
住
み
続

け
た
い
ま
ち
づ
く
り
の
４
つ

の
使
途
の
な
か
で
寄
付
を
募

る
か
た
ち
に
な
る
。

問
　
毎
年
ど
の
ぐ
ら
い
の
金

額
を
積
み
立
て
て
い
く
の
か
。

答

　当
初
予
算
で
１
０
０
０

万
円
を
計
上
し
た
。
例
え
ば
、

寄
付
が
３
０
０
０
万
円
あ
れ

ば
、
そ
の
金
額
を
議
会
に
示

し
、
予
算
を
計
上
し
て
積
み

立
て
る
。

問答問答答 問

一
般
会
計

反
対

　町
独
自
の
農
業
後
継
者
育
成
対
策

に
つ
い
て
の
施
策
、
大
郷
産
仙
台
牛

の
消
費
拡
大
を
図
る
取
り
組
み
の
充

実
、
縁
の
郷
の
指
定
管
理
者
の
指
導
、

古
民
家
活
用
に
つ
い
て
町
主
導
で
の

取
り
組
み
、
老
人
ふ
れ
あ
い
の
家
に

代
わ
る
サ
ー
ビ
ス
実
施
な
ど
改
善
を

要
望
し
て
反
対
す
る
。

鎌
田 

暁
史 

議
員

改
善
を
要
望
す
る

農
業
後
継
者
育
成
対
策
は

問
　
農
業
後
継
者
育
成
対
策
を

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
ま
た
、
医
療
負
担
軽
減
お
よ

び
介
護
事
業
の
充
実
、
子
育
て

支
援
事
業
、
移
住
・
定
住
な
ど

安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の

施
策
は
。

答
　こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

要
望
・
要
請
に
対
し
、
指
導
・

支
援
を
惜
し
ま
ず
や
っ
て
き
た
。

　基
本
的
に
、
町
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
い
く
。

特
色
あ
る
取
り
組
み
は

問
　
施
政
方
針
に
あ
る
、
高
齢

者
対
策
、
防
災
、
農
業
振
興
、

企
業
誘
致
等
に
つ
い
て
、
令
和

６
年
度
の
特
色
の
あ
る
取
り
組

み
は
。

答
　何
を
や
る
に
も
財
政
が
安

定
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
ふ
う
に
思
う
。

必
要
な
も
の
は
補
正
対
応
を

問
　
ど
う
し
て
も
予
算
（
事

業
）
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
は
、

次
年
度
に
回
す
と
い
っ
た
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
補
正
予
算
を

組
み
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
て

ほ
し
い
。

答
　今
後
も
必
要
に
応
じ
て
、

補
正
予
算
を
編
成
し
、
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

 

S
S
P
構
想
の
予
算
は

問 

ス
マ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
構
想
の
測
量
や
設
計
業
務
に

つ
い
て
は
、
当
予
算
で
計
画
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
　ス
マ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
の
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
当

初
予
算
に
は
な
い
。
事
業
計
画

が
正
確
に
見
え
た
時
点
で
補
正

で
対
応
す
る
計
画
で
あ
る
。

問

問

答問答

答問答 赤
間
　
繁
幸 

議
員

鎌
田
　
暁
史 

議
員

金
須
　
新
一 

議
員

佐
々
木
和
夫 

議
員

議会報告会開催の
お知らせ

第
５
回

第
５
回

内容（予定）
 ① 令和６年度予算概要について
 ② 意見交換会
 　 テーマ「今後のまちづくりについて」

５月１８日（土）
午後７時～８時30分

５月１９日（日）
午後７時～８時30分

大松沢社会教育センター
中粕川分館

中村分館
ふれあいセンター21

日　時 場　所

強化強化

問　自力で相談できない高齢者への対応は。
答　個別に対応していく。

介護保険特別会計

問
答 問　衛星のカメラによる漏水調査は可能か。

答　そのための予算を計上している。

問
答

相談体制の強化を図られたい。 水道の漏水調査を強化し、有収率向上
を図られたい。　　　　 （水道事業会計）

推進推進

問　あと何年で更新完了となるのか。
答　あと７〜８年と考えている。
問
答

石綿セメント管の早期更新を実施され
たい。　　　　　　　　 （水道事業会計）

推進推進

【議案第５号】男女共同参画推進条例の制定
　　男女共同参画を総合的かつ計画的に推進し、男女共同参画社会の実現を図る　

【議案第６号】職員の給与に関する条例の一部改正
　　在宅勤務等手当を新設

　　管理職員が午前０時～５時までに勤務した場合、特別勤務手当を支給　

【議案第７号】会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する一部改正
　　会計年度任用職員に勤勉手当を支給　

【議案第８号】企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正
　　在宅勤務等手当を支給　

【議案第９号】職員の育児休業等に関する条例の一部改正
　　勤勉手当の支給対象に会計年度任用職員を含める

【議案第10号】介護保険条例の一部改正　第９期介護保険事業計画（令和６年度〜８年度）

　　介護保険料を平均基準月額6,300円から6,800円に改定
　　所得段階別保険料区分に、新たに第10段階から13段階の高額所得層の割合が設けられた

【議案第11号】指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の
一部改正

　　国のデジタル推進による介護サービス関係省令の改正に伴う改正　

【議案第12号】指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に
係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正

　　議案第11号と同一理由・内容による　

【議案第13号】指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部改正

　　議案第11号と同一理由・内容に加え、介護保険サービス内容の明確化を図ったもの　

【議案第14号】指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指
定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基
準を定める条例の一部改正

　　議案第11号と同一理由・内容による　

令和６年５月
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問　道路や農道、農地を直す見込みがあり予

算付けしたと思うが。

答　農地を自己復旧する際の補助金として

50件分計上したが、実際に補助金制度を利

用した方はいなかった。

「縁の郷」新たな事業へ
　集合宿泊施設の一部をサテライトオフィスに、交流・研修施設等と歴史資料

館を研修室に、屋外交流施設（バーベキューハウス）をコワーキングスペース

に変更し、新たな事業を展開する。

【
議
案
第
15
号
】

集
合
宿
泊
施
設
等
の

設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改

正
　縁
の
郷
に
お
い
て
新

た
な
事
業
と
し
て
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
事
業

を
展
開
す
る
に
当
た
っ

て
、
事
業
に
見
合
っ
た

料
金
設
定
と
す
る
。

問
　
他
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
は
、
24
時
間
営
業
も
あ
る
。

当
施
設
は
、
開
設
時
間
が
８
時

30
分
か
ら
17
時
30
分
。
利
用
者

が
減
る
の
で
は
な
い
か
。

答
　宿
泊
施
設
と
一
緒
に
な
っ

て
い
る
。
宿
泊
の
お
客
様
と
重

な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
24
時

間
営
業
で
は
経
費
も
増
え
る
の

で
今
回
の
時
間
設
定
と
し
た
。▲コワーキングスペースへの改修工事

問答

人
事
案
件

人
事
案
件

金須　豊洋 氏

（大崎市）

き　す とよひろ

補正
予算 歳入の固定資産税 2億2374万円

　一般会計補正予算（第９号）は太陽光発電関係の償却資産増加等により、固定資産税2億
2374万円の歳入となったが、令和５年度事業費確定による大幅減額により、3億6254万1
千円を減額し、歳出歳入それぞれ62億9513万8千円となりました。

災害復旧事業費補助金災害復旧事業費補助金
減額

1400
万円

〈任期〉

令和６年４月１日

　　　から４年間

相澤　惠子 氏

（中村）

あいざわ けい　こ

〈任期〉

令和６年７月１日

　　　から３年間

鈴木　利博 氏

（上町）

すず　き としひろ

髙橋　貞吉 氏

（吉ヶ沢）

たかはし さだよし

【諮問第１号】 【同意第１号】【諮問第２号】【同意第２号】

【議案第16号】水道事業給水条例の一部改正
　水道法等による権限を厚生労働大臣から国土交通大臣に移管されたことにより、当条例の

必要な整備を行うもの　

【議案第32号】町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部改正
　地方自治法の一部改正に伴い、引用条項を改正するもの

問　減額になった理由は。

答　人を派遣してもらう予定であったが、活

用する見込みが無くなり減額となった。

地域活性化起業人負担金地域活性化起業人負担金
減額

560
万円

問　何名取得しているのか。

答　ドローン操縦免許取得は３名。今後さら

に周知を徹底できればと思う。

無人航空機操縦者
技能証明取得支援補助金
無人航空機操縦者

技能証明取得支援補助金

減額

128
万円 問　令和５年度の実績は。

答　１件の実績があり、今後の見込みとして

２件分の予算を確保している。

高齢者補聴器購入助成高齢者補聴器購入助成
減額

21
万円

問　対象箇所（事業）は。

答　志田谷地地区排水機場のポンプ等更新事

業。国の補正予算が付き、前倒しで事業を実

施する。

問　政令では、法人に対して「寄付を行うことの代償として、入札及び許認可において便宜の供与を行

うこと」は禁止されているが遵守するか。

答　遵守した形での基金の活用を図っていきたい。

問　「寄付の受領を理由に、寄付を行った法人とその他の法人を別異に取り扱う行為」に注意が必要で

あるが。

答　基金の運用は国が示しているものに沿って行うので、禁止されていることについては注意しながら

進める。

農村地域防災減災事業農村地域防災減災事業262
万円

問　増額となった要因は。

答　退去者が多かったため、その後の修繕費

用が不足となった。

町営住宅修繕工事町営住宅修繕工事148
万円

企業版ふるさと納税寄付金 1億10万円

2億2374万円

1億10万円
　一般会計補正予算（第10号）は企業版ふるさと納税による寄付金１億10万円等を追加し、
歳出歳入それぞれ63億9533万8千円となりました。

〈任期〉

令和６年７月１日

　　　から３年間

〈任期〉

令和６年４月２日

　　　から３年間

副
町
長
の
選
任

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

令和６年５月
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まさひろいしがき

しんいちき　す

としひろすず　き　

けい　こ　すず　き　　

かず　お　　　さ　さ　き

あきふみかま　だ　

み　え　こ　　　た　なか

のりゆきあか　ま　

しげゆきあか　ま　

しげのぶたかはし

質問議員 質　　問　　件　　名

１．能登半島地震を教訓に

１．大規模地震災害発生時の備えは
２．大松沢地区に企業用地の確保を
３．支倉常長公の名を利用し町のＰＲを
１．移動設置型トイレを
２．ふるさと納税　拡大に
３．コミュニティーアップのために

１．災害時の地域防災について

１．ふるさと納税について

１．スマートスポーツパーク構想について
２．地域未来投資促進法における基本計画の概要について
３．会計年度任用職員の給与改定に伴う遡及適用について

１．住民の健康・生命を守る支援について
２．救急医療情報キットの活用について
３．急傾斜地崩壊対策事業について

１．有害鳥獣被害対策について
２．住民バスの有効な運行について

１．ふるさと納税について
２．水道事業について

１．太陽光発電が町発展になるか
２．大郷町も造成工事で誘致を

掲載ページ

ただ

10名が町政を質す!10名が町政を質す!
次ページから一般質問

13

6月4日㈫から 6月7日㈮まで
午前10時～

次回
定例会 ライブ中継と録画を動画サイト「YouTube（ユーチューブ）」にて、配信しています。

右記のQRコードよりご覧になれます。

議案採決結果一覧表
石
川
良
彦

高
橋
重
信

石
垣
正
博

熱
海
文
義

田
中
三
惠
子

金
須
新
一

鈴
木
恵
子

佐
々
木
和
夫

赤
間
則
幸

鈴
木
利
博

鎌
田
暁
史

赤
間
繁
幸

採
決
結
果
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（略　称）
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可
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補
　
　
　
正
　
　
　
予
　
　
　
算

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

特
　
別
　
会
　
計

令
　
和
　
６
　
年
　
度
　
当
　
初
　
予
　
算

補正
予算

第

 
 

１

 
 

回

 
 

定

 
 

例

 
 

会

可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　退：退席　　欠：欠席
※賛否同数でない限り、議長（石川良彦）は採決に加わらない。

（↑）は増額、（↓）は減額

報告第２号

諮問第１号

諮問第２号

同意第１号

同意第２号

議案第４～９号

議案第10号

議案第11～14号

議案第15号

議案第16・32号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

議案第31号

議案第33号

障害者福祉計画について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （相澤惠子氏）

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて （鈴木利博氏）

副町長の選任につき同意を求めることについて （金須豊洋氏）

介護保険条例の一部改正

集合宿泊施設等の設置及び管理に関する条例の一部改正

国民健康保険（第３号） 9億5966万円（1972万円↑）

介護保険（第４号） 11億3717万円（2349万円↓）

後期高齢者医療（第２号）  9576万円（294万円↓）

下水道事業（第４号） 2億4953万円（908万円↓）

農業集落排水事業（第３号） 7888万円（8000円↑）

戸別合併処理浄化槽（第３号）  8468万円（2万円↓）

国民健康保険

介護保険

後期高齢者医療

宅地分譲事業

一般会計（第９号） 62億9514万円（3億6254万円↓）

水　　道　　事　　業　　会　　計（第３号）
　①収益的支出：2億7042万円（512万円↑）

　一　　　般　　　会　　　計 

水　　道　　事　　業　　会　　計 

下　　水　　道　　事　　業　　会　　計 

一般会計（第10号） 63億9534万円（1億20万円↑） 

固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて
 （髙橋貞吉氏）

報告のみ
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問
　
能
登
半
島
地
震
で
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た
。
危
機
管
理

体
制
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
現
時
点
で
の
非
常
食

な
ど
の
備
え
は
十
分
か
。

答
　
町
長　
東
日
本
大
震
災
の

最
大
避
難
者
数
に
基
づ
き
、
３

日
分
の
食
料
品
や
必
要
物
品
の

備
蓄
を
し
て
い
る
。

問
　
住
宅
密
集
地
に
お
い
て
、

大
規
模
火
災
に
備
え
防
火
水
槽

設
置
強
化
対
策
が
必
要
と
思
う

が
。

答
　
町
長
　設
置
要
望
が
あ
っ

た
際
に
は
、
県
補
助
金
を
活
用

し
設
置
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
建
築
基
準
法
の
大
き
な
改

正
は
１
９
８
１
年
と
２
０
０
０

年
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
１
９

８
１
年
以
前
の
建
物
に
居
住
し

て
い
る
住
民
に
対
し
て
、
対
策

が
必
要
と
思
う
が
。

答
　
町
長
　希
望
が
あ
れ
ば
耐

震
診
断
し
、
改
修
計
画
を
作
成

▲町の救世主に

令和６年５月

№214
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

問
　
中
学
生
を
対
象
に
、
常
長

公
が
た
ど
っ
た
場
所
に
派
遣
す

る
事
業
や
、
学
校
教
育
の
中
で

功
績
を
伝
承
す
る
授
業
を
す
る

こ
と
が
重
要
と
思
う
が
。

答
　
教
育
長

　総
合
的
な
学
習

の
時
間
お
よ
び
２
学
年
の
歴
史

分
野
で
、
課
題
と
し
て
取
り
上

げ
る
こ
と
が
可
能
か
、
生
徒
の

意
見
や
要
望
を
確
認
し
な
が
ら

関
係
都
市
と
交
流
に
関
す
る
派

遣
事
業
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
町
を
盛
り
上
げ
る
に
は
、

町
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
常
長

公
に
係
る
お
祭
り
を
す
る
こ
と

が
重
要
と
思
う
が
。

答
　
町
長

　一
度
き
り
の
イ
ベ

ン
ト
で
は
な
く
、
長
期
的
に
開

催
す
る
に
は
地
域
組
織
を
立
ち

上
げ
て
い
た
だ
き
、
常
長
公
ゆ

か
り
の
地
と
し
て
誇
り
を
も
っ

て
町
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

連
携
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

改
修
の
費
用
補
助
も
行
っ
て
い

る
。

問
　
昨
年
、
大
衡
村
に
投
資
額

大
規
模
企
業
の
進
出
が
決
定
し

た
。
立
地
条
件
の
い
い
大
松
沢

地
区
に
関
連
企
業
用
地
を
確
保

す
る
取
り
組
み
が
重
要
と
思
う

が
。

答
　
町
長
　県
の
方
針
や
近
隣

自
治
体
と
の
連
携
も
確
認
し
な

が
ら
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
を

検
討
し
て
い
く
。

問
　
上
村
地
区
に
新
幹
線
新
駅

開
設
の
推
進
活
動
を
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
。

答
　
町
長
　こ
れ
ま
で
も
仙
台

・
古
川
駅
間
の
新
駅
設
置
を
宮

城
県
鉄
道
整
備
促
進
期
成
同
盟

会
の
一
員
と
し
て
要
望
活
動
を

実
施
し
て
き
た
。
今
後
も
継
続

し
て
い
く
。

問答問答

問答

問答

問答問答問答

金須　新一議
員

き す しん いち

大
松
沢
地
区
に

企
業
用
地
を

支
倉
常
長
公
の
名
を

活
用
し
町
の
Ｐ
Ｒ
を

一
般
質
問

15

震災発生時の備えは

備蓄品の周知を図る（町長）

※
一
般
の
避
難
所
で
は
生
活
が
困
難
な

要
配
慮
者
︵
乳
幼
児
・
高
齢
者
・
障

が
い
者
な
ど
︶
に
対
し
て
特
別
な
配

慮
が
さ
れ
た
避
難
所
。

問
　
本
町
の
こ
れ
ま
で
の
災
害

に
お
け
る
、
一
般
避
難
所
で
ど

の
よ
う
な
課
題
が
あ
っ
た
の
か

伺
う
。

答
　
町
長
　
多
く
の
職
員
が
人

手
不
足
を
課
題
に
挙
げ
て
い
る
。

　自
主
的
な
避
難
所
運
営
が
で

き
る
よ
う
に
、
自
主
防
災
組
織

の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て

上
下
水
道
の
老
朽
化
対
策
と
し

て
の
耐
震
化
が
進
ん
で
い
な
か

っ
た
こ
と
で
断
水
被
害
が
広
範

囲
に
及
び
長
期
化
し
た
。

　
本
町
の
上
下
水
道
管
・
水
道

施
設
の
耐
震
化
の
現
状
は
。

答
　
町
長
　上
水
道
管
は
、
令

和
２
年
度
末
の
総
延
長
１
６
７

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
耐
震
適

合
性
の
あ
る
管
が
約
15
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
。
水
道
施
設
は
、
一
部

を
除
き
耐
震
診
断
を
行
っ
て
い

な
い
が
、
本
年
度
事
業
の
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
業
務
に
お
い
て

施
設
の
健
全
度
を
確
認
し
て
い

る
。　下

水
道
施
設
は
耐
震
診
断
を

行
っ
て
い
な
い
。

問
　
昨
年
９
月
に
大
和
町
大
平

中
か
ら
、
鶉
崎
・
中
村
付
近
ま

で
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
、

鶉
崎
断
層
が
あ
る
と
公
表
さ
れ

た
。
今
後
の
地
震
に
お
け
る
対

応
は
。

答
　
町
長　
新
た
に
公
表
さ
れ

た
こ
と
に
驚
い
て
い
る
。
今
後

関
係
機
関
と
連
携
し
情
報
を
共

有
、
必
要
に
応
じ
て
﹁
地
震
防

災
マ
ッ
プ
﹂
を
更
新
し
て
い
き

た
い
。

　今
後
の
地
震
対
応
に
つ
い
て
、

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
防
災

・
減
災
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問
　
※
福
祉
避
難
所
に
で
き
る

施
設
は
決
め
て
あ
る
か
。

答
　
町
長
　町
内
に
４
カ
所
、

町
外
に
７
カ
所
の
福
祉
施
設
と

協
定
を
結
び
、
災
害
が
発
生
し

避
難
し
た
要
配
慮
者
の
う
ち
、

福
祉
避
難
所
へ
の
移
送
が
必
要

な
場
合
、
ご
協
力
を
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

今後の地震への対応は

関係機関と連携し防災減災へ（町長）

一
般
質
問

▲東日本大震災で液状化し陥没した歩道（木ノ崎地区）

石垣　正博議
員

いし がき まさ ひろ

問答問答

問答問答

14令和６年５月
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問
　高
齢
者
の
独
り
暮
ら
し
や

避
難
が
困
難
な
方
を
支
援
す
る

制
度
で
あ
る
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
が
あ
る
。
名
簿
登
録
後

に
見
直
し
、
再
調
査
を
実
施
し

て
い
る
の
か
。

答
　町
長　
名
簿
に
つ
い
て
は
、

区
長
や
民
生
委
員
、
児
童
委
員

な
ど
の
協
力
で
、
本
人
か
ら
の

申
請
と
情
報
提
供
で
作
成
し
て

い
る
が
、
名
簿
の
情
報
が
更
新

さ
れ
て
い
な
い
と
の
指
摘
も
受

け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
で
も

現
状
調
査
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
　対
象
と
な
る
条
件
は
。

答
　保
健
福
祉
課
長
　独
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
お
よ
び
高
齢
者

の
み
の
世
帯
、
要
介
護
認
定
者

で
要
介
護
３
か
ら
５
の
方
、
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
者
で
障

害
等
級
が
１
級
か
ら
２
級
の
方
、

療
育
手
帳
交
付
者
、
精
神
障
害

者
の
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
者

▲みんなで支え合う避難所

令和６年５月

№214
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

問
　避
難
所
生
活
で
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
、
特
に
女
性
に
つ
い
て

の
配
慮
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

答
　町
長
　避
難
所
生
活
で
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
配
慮
に
つ
い
て

は
、
フ
ラ
ッ
プ
大
郷
21
な
ど
の

施
設
に
お
い
て
、
授
乳
室
、
男

女
別
の
更
衣
室
な
ど
の
ス
ペ
ー

ス
や
間
仕
切
り
を
設
置
し
、
対

応
し
て
い
る
。
ま
た
、
分
館
な

ど
の
施
設
に
お
い
て
は
、
間
仕

切
り
な
ど
を
使
用
し
て
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
、
対
応
し
て
い
る
。

避
難
所
生
活
に

つ
い
て

問答

問答問答

鈴木　恵子議
員

すず き けい こ

一
般
質
問

17

避難行動要支援者名簿の見直しを

現状調査を実施したい（町長）

答
　
町
長
　現
段
階
に
お
い
て

町
が
直
接
立
ち
上
げ
る
考
え
は

な
い
が
、
こ
ど
も
食
堂
の
自
主

的
・
自
発
的
な
取
り
組
み
を
最

大
限
尊
重
し
、
地
域
住
民
や
関

係
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
適
切
に

連
携
し
、
場
所
の
提
供
や
資
金

面
で
の
援
助
な
ど
﹁
必
要
に
応

じ
た
支
援
を
行
う
こ
と
が
適
切

で
あ
る
﹂
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
人
口
減
少
に
伴
い
、
地
域

交
流
が
ま
す
ま
す
希
薄
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
こ
ど
も
食
堂

は
約
８
割
が
子
育
て
支
援
や
学

習
支
援
、
高
齢
者
福
祉
等
の
活

動
も
一
緒
に
行
え
、
地
域
交
流

拠
点
と
貧
困
対
策
の
２
つ
の
側

面
を
持
っ
て
い
る
。
本
町
に

「
こ
ど
も
食
堂
」
を
早
急
に
立

ち
上
げ
て
ほ
し
い
。

問
　
本
町
に
お
け
る
ふ
る
さ
と

納
税
は
下
降
傾
向
に
あ
る
。
そ

こ
で
、
気
軽
に
で
き
る
ふ
る
さ

と
納
税
の
自
販
機
を
、
例
え
ば

道
の
駅
に
設
置
し
て
み
て
は
ど

う
か
。
利
用
者
が
金
額
を
選
び
、

寄
付
の
返
礼
品
と
し
て
ク
ー
ポ

ン
券
を
受
け
取
り
、
町
内
の
登

録
店
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
し

て
み
て
は
。

答
　
町
長
　来
町
者
が
気
軽
に

で
き
る
方
法
と
し
て
、
以
前
に

販
売
業
者
か
ら
情
報
を
収
集
し

て
い
る
。

 

購
入
に
は
１
台
５
０
０
万
円

程
度
、
リ
ー
ス
の
場
合
月
10
万

円
程
度
の
経
費
が
か
か
る
の
で
、

寄
付
金
募
集
経
費
は
寄
付
額
の

５
割
未
満
と
い
う
国
の
適
用
基

準
が
示
さ
れ
て
い
る
中
で
、
本

町
で
の
導
入
は
難
し
い
と
判
断

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
　
災
害
時
に
備
え
「
ト
イ
レ

ト
レ
ー
ラ
ー
」
を
用
意
し
て
お

く
べ
き
と
考
え
る
。

　
大
阪
府
箕
面
市
に
お
い
て
の

導
入
事
例
を
み
る
と
、
予
算
額

２
１
０
０
万
５
千
円
、
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
費
（
令
和
７
年

度
）
充
当
率
１
０
０
％
×
交
付

税
参
入
率
70
％
で
あ
る
。

 

残
り
の
３
割
分
に
つ
い
て
は

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

よ
る
資
金
調
達
を
目
指
せ
ば
実

質
ゼ
ロ
円
で
入
手
で
き
る
。
町

の
考
え
を
伺
う
。

答
　
町
長
　
今
後
も
、
災
害
時

に
は
仮
設
ト
イ
レ
や
備
蓄
し
て

い
る
簡
易
ト
イ
レ
を
設
置
し
対

応
す
る
予
定
で
あ
り
、
今
の
と

こ
ろ
﹁
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
﹂

の
購
入
予
定
は
な
い
。

災害時に備えトイレトレーラーを

購入予定はない（町長）

一
般
質
問

鈴木　利博議
員

すず き とし ひろ

ふ
る
さ
と
納
税
の

拡
大
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ア
ッ
プ
の
た
め
に

問

問

答

答

問答

▲災害に備えて（トイレトレーラー）

16令和６年５月
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千
円
を
取
り
崩
し
13
事
業
に
活

用
し
た
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
額
の

推
移
を
年
度
別
に
見
る
と
、
令

和
元
年
は
寄
付
件
数
１
万
１
６

６
５
件
、
寄
付
金
額
１
億
６
７

６
１
万
４
千
円
で
あ
っ
た
が
、

令
和
４
年
は
寄
付
件
数
２
６
１

５
件
、
寄
付
金
額
４
５
０
５
万

６
千
円
と
減
額
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
に
つ
い
て
も
前
年

度
を
下
回
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
が
、
ル
ー
ル
変
更
や
コ
ロ
ナ

禍
な
ど
の
要
素
を
踏
ま
え
、
ど

の
よ
う
に
ふ
る
さ
と
納
税
に
対

す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

答
　
町
長
　国
の
運
用
基
準
の

見
直
し
に
よ
り
、
好
評
で
あ
っ

た
増
量
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
で
き

な
く
な
っ
た
。
返
礼
品
の
一
部

見
直
し
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
数

お
よ
び
魅
力
あ
る
返
礼
品
数
を

増
や
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。

 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

者
も
変
更
し
提
供
事
業
者
支
援

を
強
化
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
　
令
和
５
年
９
月
の
定
例
会

一
般
質
問
答
弁
に
あ
っ
た
、
ふ

る
さ
と
納
税
を
織
り
込
ん
だ
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
「
道
の
駅
お
お

さ
と
」
、
公
共
施
設
や
返
礼
品

提
供
事
業
者
な
ど
に
設
置
す
る

と
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
対

応
は
。

答
　
町
長　
道
の
駅
、
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
、
役
場
窓
口
に

置
き
周
知
し
て
い
る
。
今
後
、

返
礼
品
提
供
事
業
者
に
Ｐ
Ｒ
資

料
と
し
て
活
用
を
お
願
い
す
る
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途
に

つ
い
て
伺
う
。

答
　
町
長
　寄
付
金
を
未
来
づ

く
り
基
金
に
積
み
立
て
し
後
年

度
に
寄
付
を
い
た
だ
い
た
使
途

に
活
用
し
て
い
る
。

　令
和
４
年
度
は
、
若
者
・
子

育
世
代
定
住
促
進
奨
励
金
事
業

に
５
２
０
万
７
千
円
、
住
民
バ

ス
運
行
事
業
に
３
０
０
万
円
な

ど
基
金
か
ら
２
９
３
５
万
円
３

ふるさと納税増収方法は

魅力ある返礼品・ポータルサイト増（町長）

一
般
質
問

▲お客様のニーズに合わせた多彩な【ふるさと納税】返礼品（大郷町ＨＰより一部抜粋）

佐々木　和夫議
員

ささ き かず お

問答

問答問答

18令和６年５月
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問
　
※
Ｓ
Ｓ
Ｐ
構
想
で
は
ど
の

よ
う
な
補
助
金
の
活
用
を
想
定

し
て
い
る
の
か
。

答
　
町
長　
町
が
整
備
す
る
公

園
な
ど
に
つ
い
て
は
、
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
の
活
用
を

念
頭
に
、
国
や
県
な
ど
と
協
議

し
て
い
く
。

問
　
敷
地
利
用
に
つ
い
て
の
現

況
は
。

答
　
町
長
　現
在
の
配
置
計
画

︵
案
︶
と
し
て
、
Ｓ
Ｓ
Ｐ
エ
リ

ア
が
19
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
農
業
団

地
エ
リ
ア
が
33
・
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
公
園
用
地
が
２
・
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
合
計
55
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
し
て
土
地
利
用
計
画
を
策
定

し
、
国
や
県
な
ど
と
協
議
中
。

問
　
東
北
ア
グ
リ
ヒ
ト
と
イ
グ

ナ
ル
フ
ァ
ー
ム
の
誘
致
計
画
の

現
状
は
。

答
　
町
長
　年
度
内
に
は
既
存

施
設
の
撤
去
方
針
な
ど
に
つ
い

て
一
定
の
方
向
性
が
出
る
見
込

令和６年５月

№214
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定
に
つ
い
て
常
勤
職
員
の
給
与

改
定
に
係
る
取
り
扱
い
に
準
じ

て
改
定
す
る
よ
う
努
め
る
旨
の

勧
告
が
あ
っ
た
。

　富
谷
、
黒
川
管
内
の
市
町
村

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
あ
く
ま

で
勧
告
で
あ
り
、
財
政
負
担
等

も
勘
案
し
、
条
例
を
改
正
の
上
、

翌
年
度
か
ら
適
用
す
る
と
い
う

方
針
で
あ
り
、
本
町
も
足
並
み

を
そ
ろ
え
た
。

※
Ｓ
Ｓ
Ｐ
構
想
…
ス
マ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
構
想
の
略
称

は
充
て
ら
れ
な
い
の
で
、
十
分

に
検
討
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

問
　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
改
定
は
令
和
５
年
４
月
に
遡

及
適
用
す
べ
き
で
あ
る
。

答
　
町
長
　令
和
５
年
人
事
院

勧
告
で
非
常
勤
職
員
の
給
与
改

み
と
聞
い
て
い
る
。

問
　
経
済
的
効
果
の
目
標
に

「
地
域
経
済
牽
引
事
業
を
３
件

創
出
し
」
と
あ
る
が
、
３
件
の

事
業
と
は
。

答
　
町
長
　ス
ポ
ー
ツ
振
興
分

野
、
農
業
振
興
分
野
、
観
光
分

野
の
活
用
戦
略
と
し
て
位
置
づ

け
し
て
い
る
。

問
　
経
済
的
効
果
の
目
標
に

「
約
２
億
３
７
０
０
万
円
の
付

加
価
値
を
創
出
す
る
」
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
創
出

す
る
の
か
。

答
　
町
長
　活
用
戦
略
に
合
致

し
た
事
業
を
展
開
す
る
企
業
が

生
み
出
す
も
の
で
あ
る
。

問
　
大
郷
観
光
協
会
（
仮
称
）

で
は
ど
の
よ
う
な
売
り
上
げ
を

見
込
ん
で
い
る
の
か
。

答
　
町
長
　地
域
観
光
づ
く
り

法
人
︵
Ｄ
Ｍ
Ｏ
︶
の
設
立
と
と

も
に
各
種
収
益
予
想
な
ど
事
業

計
画
を
策
定
す
る
予
定
。

問
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
る
寄
付
金
を
積
み
立
て
た
基

金
の
使
い
道
は
。

答
　
財
政
課
長
　寄
付
者
に
利

益
が
あ
る
よ
う
な
形
の
も
の
に

地
域
未
来
投
資
促
進
法
に

お
け
る
基
本
計
画

会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
改
定

鎌田　暁史議
員

かま だ あき ふみ

▲農業法人の誘致は

問答問答問答問答

問答

問答問答問答

一
般
質
問

19

ＳＳＰ構想　補助金の想定は

社会資本整備総合交付金を活用（町長）



答
　
町
長
　急
傾
斜
地
の
所
有

者
が
必
ず
し
も
受
益
者
と
は
限

ら
な
い
の
で
、
対
象
者
の
判
断

は
難
し
く
、
個
別
周
知
は
し
て

い
な
い
。
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
掲
載
、
行
政
区
長
へ

の
制
度
説
明
か
ら
対
象
者
の
相

談
に
つ
な
げ
た
い
。

問
　
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

に
つ
い
て
は
申
請
制
と
あ
る
が
、

採
択
要
件
に
該
当
す
る
住
民
に

対
し
て
個
別
周
知
さ
れ
て
い
る

か
伺
う
。

問
　
災
害
弱
者
と
い
わ
れ
る

方
々
の
個
別
避
難
計
画
作
成
の

今
後
の
課
題
は
。

答
　
町
長
　昨
年
４
月
現
在
で

１
０
７
名
の
個
別
避
難
計
画
を

策
定
し
関
係
機
関
と
情
報
を
共

有
。
定
期
的
な
情
報
更
新
が
必

要
で
、
今
後
現
状
調
査
を
実
施

し
た
い
。

問
　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
は

自
治
体
が
携
わ
り
毎
年
情
報
を

更
新
す
る
こ
と
で
、
対
象
者
の

健
康
状
態
や
医
療
情
報
、
生
活

状
況
等
の
把
握
が
で
き
る
。
安

心
し
て
生
活
で
き
る
温
か
い
地

域
づ
く
り
の
た
め
導
入
し
て
は
。

答
　
町
長
　令
和
６
年
度
か
ら

の
事
業
開
始
に
向
け
、
キ
ッ
ト

購
入
予
算
を
計
上
。

問
　
自
然
災
害
時
の
有
効
活
用

も
期
待
で
き
、
広
く
一
般
世
帯

で
の
活
用
を
検
討
し
て
は
。

答
　
町
長
　65
歳
以
上
の
み
で

構
成
す
る
世
帯
を
対
象
と
し
希

望
者
に
無
償
で
配
布
予
定
。

問
　
50
歳
以
上
で
帯
状
疱
疹
予

防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
可
能
と

な
っ
た
。
接
種
の
啓
発
と
独
自

助
成
制
度
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
町
長　
任
意
接
種
だ
が
、

令
和
６
年
度
か
ら
接
種
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
予
算
を
計
上

し
、
制
度
の
周
知
に
努
め
る
。

問
　
ワ
ク
チ
ン
は
２
種
類
あ
る

が
、
具
体
的
な
助
成
内
容
は
。

答
　
保
健
福
祉
課
長
　費
用
の

約
半
分
、
生
ワ
ク
チ
ン
︵
１
回

４
千
円
︶
・
不
活
性
ワ
ク
チ
ン

︵
２
回
接
種
で
２
万
円
︶
を
助

成
。

問
　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
定
期
接
種
の
接
種
状
況
と
、

今
後
の
独
自
助
成
制
度
の
検
討

は
。

答
　
町
長
　令
和
５
年
度
の
接

種
率
は
14
・
１
％
。
十
分
に
接

種
機
会
を
提
供
で
き
た
こ
と
か

ら
、
今
後
任
意
接
種
を
行
う
方

へ
の
助
成
の
予
定
は
な
い
。

住民の健康・生命を守る支援を

ワクチン接種費用一部を助成（町長）

一
般
質
問

▲まずは急傾斜地崩壊指定箇所か確認・相談を

田中　三惠子議
員

なかた み え こ

救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
の
活
用
を

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

事
業
の
周
知
を

問答

問

答

問答問答

問答問答問答

20令和６年５月

№214
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

問
　
昨
年
同
様
に
有
害
鳥
獣
被

害
が
懸
念
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

町
民
へ
の
人
的
被
害
は
な
い
が
、

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
対
策
を
講

じ
る
時
期
に
来
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
町
の
考
え
は
。

答
　
町
長　
ク
マ
で
あ
れ
ば
防

災
無
線
に
よ
る
注
意
喚
起
や
警

察
お
よ
び
町
職
員
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。

　ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
の
生
息
域

が
拡
大
し
た
現
状
に
お
い
て
は
、

引
き
続
き
対
策
を
徹
底
す
る
と

と
も
に
、
民
家
付
近
に
餌
と
な

る
食
べ
物
を
置
か
な
い
こ
と
や
、

柿
の
木
な
ど
の
実
の
な
る
作
物

を
収
穫
し
、
放
置
し
な
い
よ
う

に
す
る
な
ど
、
地
域
の
皆
様
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
対
策

を
講
じ
て
い
く
。

令和６年５月

№214
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

問
　
利
用
者
の
意
識
調
査
を
こ

ま
め
に
し
、
よ
り
よ
い
住
民
バ

ス
の
運
行
を
目
指
す
と
と
も
に

中
・
高
・
大
学
生
へ
の
聞
き
取

り
調
査
を
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、

町
の
考
え
を
伺
う
。

答
　
町
長
　今
後
の
住
民
バ
ス

の
運
行
形
態
を
検
討
し
て
い
く

上
で
、
利
用
者
の
意
向
調
査
を

実
施
し
て
い
く
。
そ
の
中
で
、

利
用
者
の
半
数
以
上
を
占
め
る

学
生
へ
の
調
査
は
必
須
と
考
え

て
い
る
。

問
　
今
回
、
２
台
の
バ
ス
の
代

替
え
が
決
ま
っ
た
が
、
今
後
の

バ
ス
を
購
入
す
る
際
に
は
、
小

型
の
バ
ス
の
導
入
を
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

答
　
町
長
　車
両
更
新
時
に
は
、

将
来
の
運
行
形
態
や
利
用
者
数

も
見
据
え
な
が
ら
、
必
要
な
車

両
の
購
入
を
検
討
し
て
い
く
。

問答問答 住
民
バ
ス
の
有
効
な

運
行
に
つ
い
て

問答

赤間　則幸議
員

あか ま のり ゆき

▲鳥獣被害対策の強化を

一
般
質
問

21

鳥獣被害を防ぐ対策を

地域の協力を得て対策を講じる（町長）



答
　
参
事
兼
地
域
整
備
課
長
　

議
論
に
必
要
な
材
料
が
出
次
第
、

審
議
会
に
諮
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

中
心
に
そ
の
事
業
に
向
け
て
の

会
合
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

問
　
早
期
に
有
収
率
を
改
善
し

て
い
く
こ
と
で
収
益
の
向
上
が

見
込
ま
れ
る
の
で
、
難
し
い
問

題
か
と
思
う
が
、
料
金
の
値
上

げ
な
ど
政
策
審
議
委
員
会
で
審

議
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
　
町
長
　公
社
に
は
、﹁
地
域

の
た
め
、
ま
た
農
家
の
た
め
に

な
る
事
業
﹂
で
あ
れ
ば
、
や
っ

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
と
と
も
に
、
米
は
支
倉
常
長

公
の
名
前
を
十
分
活
用
し
ブ
ラ

ン
ド
名
を
つ
け
て
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
こ
と
も
考
え
る
。

問
　
水
道
事
業
は
人
口
減
少
に

よ
る
料
金
収
入
の
低
下
や
老
朽

施
設
の
改
修
費
用
増
加
に
よ
り
、

事
業
運
営
が
厳
し
く
な
る
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
広
域
化
推
進

の
動
き
が
あ
る
。
広
域
化
を
進

め
る
に
は
、
事
業
改
善
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

そ
の
取
り
組
み
は
。

答
　
町
長
　県
の
水
道
広
域
化

プ
ラ
ン
と
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
本
町
の
現
状
把
握
や
課
題
を

整
理
し
、
経
営
戦
略
の
改
訂
を

行
う
と
と
も
に
、
事
業
改
善
を

図
る
べ
き
事
業
に
つ
い
て
他
市

町
村
と
協
議
し
、
広
域
化
、
共

同
化
に
つ
い
て
模
索
し
て
い
く
。

　大
郷
町
が
中
心
と
な
り
、
他

自
治
体
に
衛
星
を
活
用
し
た
漏

水
管
の
調
査
を
広
域
的
に
実
施

す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
、
県
を

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
は
本
町
の

よ
う
に
財
政
の
厳
し
い
自
治
体

が
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
政
策
と
考
え
る
が
、
令
和
元

年
の
１
億
６
７
０
０
万
円
を
ピ

ー
ク
に
下
降
し
、
本
年
は
３
５

０
０
万
円
で
あ
る
。
減
少
し
た

要
因
と
対
策
は
。

答
　
町
長　
減
少
し
た
要
因
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
へ
の
掲

載
が
２
カ
月
間
で
き
な
か
っ
た

こ
と
。
運
用
基
準
の
見
直
し
に

よ
り
、
主
力
商
品
の
見
直
し
や
、

増
量
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　対
策
は
返
礼
品
提
供
業
者
の

支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

納
税
サ
イ
ト
数
お
よ
び
魅
力
あ

る
返
礼
品
数
を
増
や
し
て
い
く
。

問
　
山
形
県
舟
形
町
を
参
考
に

考
え
れ
ば
、
返
礼
品
作
業
を

「
地
域
振
興
公
社
」
に
委
託
し
、

お
米
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
。

ふるさと納税で税収増を

魅力ある返礼品と発信強化（町長）

一
般
質
問

▲その場でふるさと納税ができたら

赤間　繁幸議
員

あか ま しげ ゆき

水
道
事
業
の

さ
ら
な
る
改
善
を

答問答

問

答

問答問

22令和６年５月

№214
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

問
　
現
在
、
町
内
に
は
太
陽
光

発
電
所
が
１
６
９
カ
所
、
延
べ

面
積
は
３
４
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ

る
。
今
後
の
予
定
件
数
は
。

答
　
町
長　
町
が
同
意
し
た
事

業
の
う
ち
未
着
手
の
事
業
は
６

件
あ
る
。

問
　
集
中
豪
雨
等
災
害
発
生
時

の
土
砂
崩
れ
や
流
出
時
、
パ
ネ

ル
破
損
時
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

答
　
町
長
　職
員
が
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
異
常
が
あ
っ
た
場
合

に
は
事
業
者
に
連
絡
し
、
改
善

す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

問
　
太
陽
光
発
電
の
抑
制
、
町

を
守
る
た
め
に
保
証
金
を
積
ん

で
い
た
だ
き
災
害
や
産
廃
処
理

に
賄
う
条
例
の
制
定
が
必
要
で

あ
る
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
　

全
国
の
市
町
村
で
や
っ
て
い
る

と
こ
ろ
は
調
査
で
き
て
い
な
い
。

保
証
金
を
町
で
い
た
だ
く
の
は

問
　
現
在
、
町
内
に
は
太
陽
光

発
電
所
が
１
６
９
カ
所
、
延
べ

面
積
は
３
４
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ

る
。
今
後
の
予
定
件
数
は
。

答
　
町
長　
町
が
同
意
し
た
事

業
の
う
ち
未
着
手
の
事
業
は
６

件
あ
る
。

問
　
集
中
豪
雨
等
災
害
発
生
時

の
土
砂
崩
れ
や
流
出
時
、
パ
ネ

ル
破
損
時
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

答
　
町
長
　職
員
が
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
異
常
が
あ
っ
た
場
合

に
は
事
業
者
に
連
絡
し
、
改
善

す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

問
　
太
陽
光
発
電
の
抑
制
、
町

を
守
る
た
め
に
保
証
金
を
積
ん

で
い
た
だ
き
災
害
や
産
廃
処
理

に
賄
う
条
例
の
制
定
が
必
要
で

あ
る
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
　

全
国
の
市
町
村
で
や
っ
て
い
る

と
こ
ろ
は
調
査
で
き
て
い
な
い
。

保
証
金
を
町
で
い
た
だ
く
の
は

令和６年５月

№214
おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

も
考
え
る
べ
き
で
は
。
所
見
を

伺
う
。

答
　
町
長
　民
間
事
業
者
と
の

連
携
を
図
り
、
持
ち
出
し
を
抑

え
な
が
ら
必
要
な
整
備
を
検
討

し
て
い
く
。

難
し
い
。

問
　
里
山
が
開
発
さ
れ
数
多
く

の
太
陽
光
発
電
所
が
設
置
さ
れ

た
。
乱
開
発
の
イ
メ
ー
ジ
を
持

た
れ
て
い
る
。
町
の
都
市
計
画

区
域
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
町
長
　都
市
計
画
区
域
も

太
陽
光
発
電
事
業
は
可
能
で
あ

る
。

問
　
郡
内
の
他
自
治
体
は
造
成

工
事
に
よ
る
企
業
誘
致
や
住
宅

団
地
へ
の
定
住
に
大
き
な
成
果

を
上
げ
て
い
る
。

　
大
衡
村
に
大
規
模
な
半
導
体

の
企
業
進
出
は
我
が
町
に
と
っ

て
も
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で

あ
る
。
町
で
も
造
成
工
事
を
行

い
、
企
業
誘
致
や
住
宅
団
地
に

つ
な
げ
た
人
口
増
加
を
図
る
べ

き
で
あ
る
。

答
　
町
長
　県
の
方
針
や
隣
接

自
治
体
と
の
連
携
な
ど
確
認
し

な
が
ら
受
け
入
れ
体
制
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。
し
か
し
町

の
財
政
状
況
を
鑑
み
る
と
厳
し

い
。

問
　
企
業
に
補
助
金
を
交
付
し

て
町
の
持
ち
出
し
を
抑
え
、
企

業
誘
致
や
人
口
増
を
図
る
施
策

造
成
工
事
で
誘
致
を

高橋　重信議
員

たか はし しげ のぶ

▲環境に配慮した設置に

問答 問答

問答問答問答

答

問

一
般
質
問
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数多くの太陽光発電所

都市計画区域も可能である（町長）



2月14日

第１回
臨時会

3月28日

第２回
臨時会

▲工事の安全を祈願

▲町民の生活にかかせない成田橋

補正
予算

第２回
臨時会

第１回
臨時会

粕川地区防災コミュニティセンター
工事請負契約締結

【
報
告
第
１
号
】

専
決
処
分
の
報
告
（
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
））

　能
登
半
島
地
震
で
被
災
し
た

能
登
町
へ
職
員
を
派
遣
す
る
た

め
、
３
２
８
万
６
千
円
を
増
額

補
正
し
、
予
算
総
額
66
億
1
7

1
7
万
3
千
円
と
な
る
。

【
議
案
第
１
号
】

工
事
請
負
契
約
の
締
結

工
事
名

　令
和
５
年
度
粕
川
地

区
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
新
築
工

事

契
約
方

　丸
か
建
設
株
式
会
社

契
約
金

　３
億
９
７
９
８
万
円

【
議
案
第
34
号
】

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

工
事
名

　令
和
５
年
度
木
ノ
崎

地
区
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策
工
事

契
約
方

　株
式
会
社
丹
勝

原
工
事
請
負
契
約
金
額

　６
１
４
９
万
円

変
更
工
事
請
負
契
約
金
額

　６
７
６
９
万
８
４
０
０
円

比
較
増
減

　６
２
０
万
８
４
０
０
円
の
増

︵
工
事
内
容
に
変
更
が
発
生

し
た
た
め
︶

問
　追
加
工
事
に
お
け
る
町
の

持
ち
出
し
は
。

答
　総
額
か
ら
受
益
者
負
担
を

差
し
引
い
た
30
％
で
1
9
0
2

万
円
の
負
担
と
な
る
。

【
議
案
第
２
号
︼

工
事
請
負
契
約
の
締
結

工
事
名

　令
和
５
年
度
成
田
橋

橋
梁
修
繕
工
事

契
約
方

　東
日
本
コ
ン
ク
リ
ー

ト
株
式
会
社

契
約
金

　１
億
７
２
７
０
万
円

【
議
案
第
３
号
︼

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
８
号
）

　４
０
５
０
万
６
千
円
増
額
補

正
し
、
予
算
総
額
66
億
5
7
6

7
万
９
千
円
と
な
る
。
そ
の
う

ち
、
価
格
高
騰
支
援
給
付
金
を

活
用
し
、
住
民
税
均
等
割
課
税

世
帯
２
２
０
世
帯
に
対
し
て
、

１
世
帯
当
た
り
10
万
円
を
給
付

す
る
も
の
。

問答

議案採決結果一覧表
石
川
良
彦

高
橋
重
信

石
垣
正
博

熱
海
文
義

田
中
三
惠
子

金
須
新
一

鈴
木
恵
子

佐
々
木
和
夫

赤
間
則
幸

鈴
木
利
博

鎌
田
暁
史

赤
間
繁
幸

採
決
結
果

議　　　　案　　　　名
（略　称）

分類

可

可

可

可

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

-

-

-

-

可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　継続：継続審査　　退：退席　　欠：欠席
※賛否同数でない限り、議長（石川良彦）は採決に加わらない。

（↑）は増額、（↓）は減額

報告第１号

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第34号

専決処分の報告について

工事請負契約の締結について

工事請負契約の締結について

　　　一般会計（第８号）　　66億5768万円（4051万円↑）

工事請負変更契約の締結について

報告のみ
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議会の主な動き（1/1～3/31）

1/4
1/5
1/7
1/12
1/16
1/18
1/31

2/1

2/5
2/7
2/9
2/14
2/15

月　日 用　　　　　務 用　　　　　務
新年祝詞会
黒川消防署出初式［大和町］
大郷町成人式・大郷町消防団出初式
広報広聴常任委員会
宮城県町村議会議員講座［仙台市］
広報広聴常任委員会
教育民生常任委員会
宮城県後期高齢者医療広域連合議会第１回定例会［仙台市］
宮城黒川地方町村議会委員長研修会［松島町］
宮城黒川地方町村議会議長会定期総会［松島町］
「北方領土の日」宮城県七ヶ浜集会［七ヶ浜町］
総務産業常任委員会
議員全員協議会・第１回臨時会
黒川地域行政事務組合議会定例会［大和町］

2/15～16
2/15
2/16
2/19
2/21
2/26
3/4

3/4～19
3/9

3/18

3/27

3/28

宮城県町村議会議長会正副議長研修会［東京都］
本県関係国会議員に対する要請活動並びに意見交換会
議員とくろかわ商工会大郷支部との懇談会
議員全員協議会・議会運営委員会
宮城県町村議会議長会定期総会［仙台市］
議会運営委員会
広報広聴常任委員会
第１回定例会
大郷中学校卒業式
議員全員協議会・議会運営委員会
大郷小学校卒業式
広報広聴常任委員会
春の交通安全運動拡大会議
議員全員協議会・第２回臨時会

場　所　全国町村会館（東京都）

講　演　　

　2/15「議会運営の実務」

　　　　全国町村議会議長会議事調査部

　　　　　参与　赤羽　正法 氏

　2/16「政局の行方」

　　　　　ジャーナリスト　萩谷　順 氏

活　動　宮城県関係国会議員に対し、町村の諸問題解決

促進などについて要望し、意見交換を行った。

場　　所　松島町

研修内容　町村議会常任委員会ならびに議会運営

委員会の各委員長を対象に、各町村議

会における課題などについて意見交換

を実施し、各委員長として資質の向上

を図り、議会機能の高揚に資した。

月　日

　町内商工業者などに対し行政と商工会

が一体となった支援強化や地域貢献活動

を行えるよう商工業振興や地域振興など

について意見交換を行った。

　場　所　大郷町内

　内　容　商工会事業及び支部事業活動

についての説明

意見交換会

（主なテーマ）

　　かわまちづくり計画

　　企業誘致

宮城県町村議会正副議長研修会

宮城県関係国会議員に対する要請活動・意見交換会

2/15～16

くろかわ商工会
　大郷支部との懇談会

宮城黒川地方町村議会
　委員長研修会

2/16 2/1
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▲さらなる活性化が望まれる「縁の郷」 ▲巡視の強化を

　縁の郷の年間平均客数は約9160人（過
去５年間）で、新型コロナの影響を受けな
がらも、自然を生かした観光コンテンツの
造成や飽きさせないメニュー開発などを行
い、交流人口を増やす工夫をしてきました。
少しずつ回復傾向にあり、団体のお客様も
増えています。
　現在、施設の一部を新たな付加価値とな
るテレワーク施設として改修中です。自然
豊かな環境を生かし、観光とビジネス、農
業体験をかけ合わせた施設として、さらな
る活性化を目指します。また、町内外の皆
様に喜んでご利用いただけるよう指定管理
者と連携してまいります。 農政商工課

その後の対応と今後の計画

ごみの不法投棄対策を縁の郷の活用は

その後どうなった… 第90回

これまでの意見・提言等
・物産館および縁の郷の集客増に努められ
たい。（議会広報192号　意見提言より）
・縁の郷の運営について効率的な運営を指
導されたい。
 （議会広報198号　意見提言より）

　環境クリーン巡視業務は不法投棄の抑止
および速やかな回収が可能となり、実際に
令和５年度は３件の不法投棄に関する報告
があり、職員による回収を行いました。巡
視業務には一定の効果が認められると考え、
引き続き委託実施する予定です。
　また、巡視頻度を補うため、職員が公用
車で外出する際、不法投棄に関する情報が
あれば当課へ報告するよう全庁的に協力を
求めています。 町民課

その後の対応と今後の計画

これまでの意見・提言等
・不法投棄対策を強化すべきでは。
・不法投棄の巡視の回数を増やしては。

・抑止力としてシルバー人材センターに委
託し、環境クリーン巡視事業を運営してい
る。　 （議会広報200号　徹底検証より）
・抑止が一番大切だと思うので、公用車で
も巡回している。
 （議会広報204号　意見提言より）

追跡リポート追跡リポート追跡リポート追跡リポート
tracking report
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　令和４年度の工事の繰越分は82.６％で工事

残８カ所、令和５年度中に竣工予定。令和５年

度工事の次年度繰り越しは１件と良好な進捗状

況となっている。

　昨今、エネルギーや食品等の値上げに関する

報道がなされ、建設分野も例外ではなく、原材

料不足やエネルギー価格の高騰に起因して建設

物価が高騰している状況であり、契約締結およ

び材料の購入や外部委託の発注までに時間を要

し、確定時の見積りと必要な予算に乖離（かい

り）が生じていることや、今後の工事等にも支

障が伴う。

　町財政においても多額の負担が生じるといっ

た懸念が持たれるため、短期・中期・長期的な

工事計画において事業の実施を図られたい。

石綿セメント管更新
 石綿セメント布設替工事が年間１キロメート

ル程度、残７〜８キロメートルであり、貯水地

の老朽化対策も近年大きな災害が相次いでいる

状況から工事着手の迅速化、水道の有収率のア

ップを図られたい。

「介護保険制度について」
を調査します。

教教 育育 民民 生生

【意見】
ごみ減量化の具体的対策について
１．家庭用生ごみ処理機購入補助金制度（電気

式生ごみ処理機・コンポスト）の普及を向上
させるため、町民に対して広報および周知活
動の強化を図られたい。

２．資源回収（段ボール、雑誌、新聞）団体へ
の活動事業補助金制度の周知徹底を図り、リ
サイクル運動の活性化推進を検討されたい。
家庭ごみ分別の排出について
１．引き続きルールに基づいて排出できる環境

整備に努め、各行政区に出向き講習会を実施
する等の対応を検討されたい。
ごみ集積所の鳥獣対策について
１．黄色いネットがカラス対策に有効性がある

との実証結果が出ていることを踏まえ、各衛
生組合長等と情報共有を図り、支援策を講じ
られたい。また、強風時の事故防止対策につ
いても周知徹底を図られたい。
不法投棄について
１．不法投棄防止警戒の強化を図り、また各衛

生組合に配付している看板を有効活用する等
対策を検討されたい。

２．ごみゼロ運動に若年層の参加が減少してい
る現実を踏まえ、町民に対してごみゼロ運動
の目的、意義について改めて周知を行い、各行
政区の取り組みを推進する対応を図られたい。

【意見】

▲急傾斜地崩壊対策工事現場にて

【調査の概要】

　町民課より生活環境について説明を受け調査

した。

【調査の概要】

　地域整備課より工事（災害含む）の進捗状況

について、説明を受け調査した。

▲ごみの減量化を

2
9

1
31

進捗状況調査ごみ減量対策の強化を

次
回
は

「移住・定住について」
　「産業振興について」

を調査します。

次
回
は

常任委員会常任委員会
総総 務務 産産 業業
常任委員会常任委員会
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2 令和６年度予算 6 21項目の意見を町当局へ提言
� 10名が町政を質す（一般質問） � 追跡リポート

入
選

　中
粕
川
地
区
に
お
い

て
、
住
民
の
期
待
が
大

き
か
っ
た
﹁
防
災
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
﹂
の
建
設
が
い
よ

い
よ
始
ま
り
ま
し
た
。

本
町
の
復
興
へ
の
１

ペ
ー
ジ
が
新
た
に
追
加

さ
れ
ま
し
た
。
変
わ
り

ゆ
く
大
郷
町
を
皆
さ
ん

と
一
緒
に
育
て
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　﹁
町
民
の
皆
様
に
わ

か
り
や
す
い
広
報
づ
く

り
を
﹂
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

 

鈴
木

　利
博

編
集
後
記

き
ぼ
う
の
春は

る

大郷小学校入学式大郷小学校入学式

　私
が
仙
台
市
か
ら
大
郷
町
に
移
り
住
ん
で
間
も
な
く
12
年
、
そ
し
て
障
が

い
者
支
援
施
設
﹁
大
郷
フ
ァ
ー
ム
﹂
を
開
設
し
て
11
年
が
経
ち
ま
し
た
。
大

郷
フ
ァ
ー
ム
は
、
障
が
い
者
の
皆
様
20
名
と
主
に
ネ
ギ
栽
培
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　こ
こ
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
地
域
の
皆
様
か
ら
支
え
ら
れ
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
賜
物
で

す
。
作
業
中
に
ご
近
所
か
ら
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
多
く
、
と
て

も
励
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

 

時
々
で
す
が
、
誤
っ
た
憶
測
で
障
が
い
者
の
皆
様
を
誤
解
さ
れ
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
と
て
も
残
念
に
思
い
ま
す
が
、
我
々
支
援
者
側
の
情
報

の
発
信
不
足
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

 

こ
こ
数
年
、
多
様
性
の
時
代
と
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
障

が
い
の
あ
る
人
、
高
齢
者
や
外
国
人
の
雇
用
、
女
性
の
活
躍
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

レ
ス
な
ど
、
多
様
な
社
会
生
活
が
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　大
郷
フ
ァ
ー
ム
の
皆
様
は
各
々
障
が
い
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
ひ
と
つ

の
﹁
個
性
﹂
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
畑

に
出
る
機
会
が
増
え
、
地
域
の
皆
様
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

　全
て
の
方
々
が
お
互
い
を
認
め
あ
い
、
と
も
に
地
域
で
生
活
で
き
る
大
郷

町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 み

ん
な
違
っ
て

　
　

　
　
　

 

み
ん
な
い
い

船水　直樹 さん
（中村）

なお きふなみず
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回
宮
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県
町
村

議
会
広
報
選
考
会
に
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い
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﹁
み
ん
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の
議
会
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さ
と
２
１
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が

入
選
し
ま
し
た
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広
報
広
聴

常
任
委
員
会

　令和６年能登半島地震で被災された方々
への支援のため、道の駅おおさとにおいて
募金活動を行いました。募金活動へのご協
力ありがとうございました。

  募金額 68万5944円

お詫びと訂正
　213号の24ページに掲載した記事に誤りがあり
ました。内容を訂正し、お詫び申し上げます。正し
くは次のとおりです。

　講習代１回700円　材料代は別途料金
　問い合わせ先　道の駅おおさと359−2675

能登半島地震募金実施能登半島地震募金実施

▲たくさんのご支援をいただきました

日本赤十字社を通し被災地支授に

28

定例会定例会

町花：つつじ町花：つつじ

発行責任者／大郷町議会議長 石川良彦
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